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（単位：百万円，％）

伸 率

879,398 886,850 △7,452       8.0△

680,250 660,499 19,751           0.3

328,418 333,046 △4,628       4.1△

1,888,066 1,880,395 7,671           4.0

令和４年度 増 △ 減

一 般 会 計

合       計

会    計     令和５年度

特 別 会 計

企 業 会 計

よこ
はた

神戸観光の起爆剤である「神戸夜市」の常設化や、
毎日花火やイルミネーションなど夜型観光を強
化し、毎日神戸のどこかでイベントがあるよう
にすべき。
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ご指摘と全く同じことを庁内打合せで申し上げて
おります。何月何日にイベントをやっている、こ
の時期だけやっているだけでは観光客の皆様に神
戸の良さを伝えられない。
神戸夜市につきましても、将来的には継続性を持
たすように模索して参りたいと考えております。
今年、神戸ジャズ１００年周年事業もありますが、
一過性にするものでなく、継続性を重視していき
たいと考えます。

神戸市や文部科学省調査によれば、コロナ禍以
前に比べて子ども達の体力は落ちています。
神戸の子どもたちは、小中学校、男女とも全国
平均以下です。学校内外での体育行事の充実な
ど子どもの体力向上を図っていただきたい。

体力の向上は非常に重要な課題だと認識してお
ります。休み時間や放課後意欲的に運動を楽し
むことの出来る場を設定したり、中止をしてお
りました陸上競技大会の内容を見直して開催し
たり、放課後運動外遊びサポーター制度の全市
への展開など運動機会を確保して体力の向上に
つなげて参りたいと考えております。

監査委員として指摘すべきは補助金であります。
前例踏襲の検証、費用対効果の検証、終期の検証、
指標設定などの観点が必要です。必ず新しい財
源が生まれて参りますので見直しの検討をして
いただきたい。
監査でご意見を頂いた補助金につきましては、
所管局に於いてすでに検討に入っております。
来年度予算の執行に関しまして、監査の対象に
なっていない、補助金も含めて、成果指標や成
果検証の重要性を通知いたしまして、全庁への
周知を図って参りたいと考えております。
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予算の規模

一般会計歳入予算

https://www.city.kobe.lg.jp/



小中学校の給食費の高騰対策：２億8,000万円

・１食あたり小学校４１円　牛乳が７円プラス
　中学校６９円

公共施設の高騰対策 ： ７６億5,000万円

・学校・図書館・交通など
  公施設の電気代等の高騰対策

生活困窮者支援 ：３億7,000万円
・各区の暮らし相談窓口の体制強化
・生活困窮者支援のNPO法人への助成

こども医療費助成 ： 51億5,000万円

相談支援・経済支援： １５億7,000万円

出産一時金の増額： 6,000万円

・中学生まで1日400円を月2回（3回目以降無料）
　※高校生まで拡大する（10月開始予定）

・妊娠8ヵ月頃の希望者に面談
・新生児１人あたり５万円支給

・４２万円→５０万円へ

障がい者・児への相談支援 ：１億2,000万円
・相談支援専門員に対する定着支援金
・計画策定を行う事業所助成金

高校生の通学定期補助 ： １億円

ＳＮＳを活用した支援情報の提供： 1,000万円

発達相談支援体制の充実： 2,000万円

・年額14万4,000円を超える費用の半分を補助

・子育て世帯へのわかりやすい情報の発信

・仮称「こべっこ発達専門チーム」の新設（医師・保健師・     
  ケースワーカー・心理士）  相談受付を行う

流産・死産に伴うグリーフケア： 100万円

こども家庭センターの強化：1,800万円

・精神的負担の軽減を図るために相談対応者むけの研修

・児童福祉司の増員（11名）
・親子のための相談LINEの実施

学童保育の充実： ７億2,000万円
学童保育施設の増設、利用者負担の軽減・
運営の安定を図るため民設学童への助成

保育人材の確保： １７億7,000万円

学年チーム担当制

小学校３５人学級の実施

・一時金の支給（７年で最大１６０万円）
・保育士宿舎の借り上げ支援（最大１０万円）
・奨学金返還に要する費用補助（７年で最大４２万円）

・学級担任を固定しないで、複数の教師で子供たちを
複数の目で見守る

・小学校全学年で３５人学級編成を段階的に実施行う

学習支援の拡充： １億円

中学部活動の地域移行：１億3,000万円

・経済的事情を抱える世帯の中学生に対して
  学習支援をする団体支援

・部活動指導員の配置
・休日部活動の段階的な地域移行

小学校の過密化対策：１４億円

・こうべ小学校等の校舎整備

認知症神戸モデルの推進： ３億5,000万円

・認知症診断助成制度、認知症事故救済制度の継続
シニアキャリア相談：3,500万円
・シニアキャリア相談・就労支援の実施

こども・若者ケアラーへの支援： 3,300万円

こころの相談体制の充実：3,900万円

・相談窓口運営と交流・情報交換の場づくり
・支援が必要なケアラー（１８歳未満）
  がいる世帯に対する訪問支援

・相談体制の強化

神戸ジャズ100周年事業の開催：3,700万円
・上陸１００周年ハーバージャズナイトの開催
・まちなかＢＧＭをジャズに変更
・学校等へジャズミュージシャンを派遣

神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会の
　　　　　　　　　　　　　　　　開催準備：５億8,000万円

六甲山のアート活性化：5,000万円
・六甲ミーツ・アート芸術散歩の拡大

ナイトタイムエコノミーの推進：３億7,000万円
・神戸夜市の定期開催
・インバウンド向け夜型コンテンツ、夜間景観の魅力向上
・分散型花火の実施

空港の機能強化：９６億8,000万円

・エプロン西側拡張・サブターミナル整備
・駐車場整備、周辺道路整備
・神戸空港と
  海上アクセスターミナル間の
  歩行者デッキの整備検討

交通アクセスの強化：１１億4,200万円
・朝夕ラッシュ時のポートライナー混雑緩和（バス運行）
・生田川右岸線の機能強化
・新神戸トンネル南伸部の事業化に向けた検討
・空飛ぶクルマの実証事業への支援

ウオーターフロント整備
新港第１突堤、２突堤再整備

・防波堤・親水エリア整備

中突堤周辺の整備
・ポートタワーリニューアル

京橋地区活性化

・船溜まりの再編・埋め立て

第１突堤基部再開発

神戸ポートタワー
リニューアル

第２突堤再開発

水域活用

次期再開発

R5～ 解体

京橋地区の利活用

1 物価高等対策

子育て・教育２ 子育て・教育

３ 福　祉

４ 芸術・文化・観光

５ 神戸空港の国際化

６ ウォーターフロント整備

こども家庭センター
(カウンセリングルーム)

こうべ小学校の校舎整備イメージ

歩行者デッキ整備イメージ

新港第1・第2突堤間水域活用

保護者負担
なし

利用者負担
なし
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